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６月、水子貝塚近郊の小学生が体験学習に来

てくれました。みずほ台小学校の６年生は舞
ま い

錐式
ぎ り し き

という方法での火おこし体験をしました。

最初はうまく中心の棒を回すことが出来なか

ったのですが、すぐにコツをつかみほとんどの

子供たちが火をつけることができました。 

 志木市立宗岡第四小学校の６年生が来館し

た日はあいにくの雨。火おこし体験をする予定

でしたが、まが玉づくりに変更になりました。

短い時間での体験でしたが、皆集中して作るこ

とが出来ました。また、土器づくり教室の出張

授業を２週にわたって行いました。１週目は、

土器を作るための生地
き じ

作りをしました。粘土に

砂を混ぜるという作業ですが、なかなか砂が均

等にまざらず、大変な作業でした。２週目は、

前の週に作った生地を使い、思い思いの土器を

作りました。こちらも短い時間での作業でした

が、皆真剣に取り組み無事作り終えることがで

きました。 

 これらの体験が、子供たちの手仕事や歴史に

関する興味・関心を少しでも刺激して、今後の

学習に活かしてもらえたら、と思います。

できるかな？小学生体験学習 
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縄文の森の夏は、クヌギやコナラなどの樹液

の匂いに包まれ、その樹液を求める多くの昆虫

たちが集まります。多くは、クヌギやコナラ、シ

ラカシ、アラカシなど、ドングリ（堅果の一種）

が実るブナ科の樹木に集まります。 

園内のどんな樹木の樹液にどんな昆虫が集ま

るのか観察してみるのも面白いでしょう。 

 そして、夏は虫だけでなく、人々も木に集まり、

木陰をシェルターとして利用しています。 

さて、北側の園路まわりや、園路に囲まれた芝

生の広場の中央付近に立つ三本の木や、円形ベ

ンチの中央に立つ大きな木に注目してみてくだ

さい。これらの木はケヤキです。 

 ケヤキは、社寺林、屋敷林、公園樹、街路樹と

して植樹されることの多い樹木です。 

 また、木材としても優秀で、材は硬く木目が美 

しく、建築材や家具材、椀などの木地にも利用 

されていましたが、現在は高級な銘木として扱

われることが多いようです。 

ケヤキは富士見市において、市制施行 10 周

年の際に市の木として制定されました。 

街路樹にもよく利用され、市内でも浦和所沢

バイパスなどに見られるケヤキですが、離れて

見たときの全体の樹形の様子が、水子貝塚公園

のケヤキとは少し異なります。 

 現在の街路樹には、道路の管理をする上で、

枝が狭いスペースで納まり、建物や信号機、電

線などに干渉することが少なくなるように、枝

があまり横に張り出さず、上方向に伸びるよう

に品種改良されたケヤキが使われていることが

多くなっています。 

 江戸時代に整備された街道は一里塚にエノキ

やマツ、ケヤキが植えられたようです。いずれ

の木も樹高が高くなるので道程の目印として役

立ち、枝が大きく横に張り出すので、旅人が雨

宿りしたり木陰で休息するのに適していたため

に採用されたようです。 

 水子貝塚公園のケヤキは昔ながらのケヤキ

で、横に大きく枝を伸ばし広い木陰を提供して

くれます。木陰で江戸時代の旅人気分を味わっ

てみるのも楽しいかもしれません。 
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新田遺跡第 20 地点（関沢１丁目） 

調査期間 令和６年 5 月 8 日～５月 21 日 

丸い住居・四角い住居 

新田
し ん で ん

遺跡第 20 地点の調査において、縄文時代

の住居跡２軒、近世以降と想定される柱穴列１列、

井戸跡１基が確認されました。 

今回注目したのは２軒の住居跡です。うち１軒

は大ぶりな長方形、もう１軒は丸形です。どちらも

竪穴住居ですが、形によって作られた時代が違う

ことがわかっています。長方形は縄文時代前期、丸

形は縄文時代中期の住居跡です。このことから、こ

の土地に繰り返し人が住んだということがわかり

ます。発掘調査では、遺物からだけでなく、住居跡

からも様々なことがわかります。おもしろいです

ね。（協力：富士見市教育委員会生涯学習課） 

昭和 53年(1978)に、栗谷
く り や

ツ
つ

遺跡（大字水子）

の平安時代の竪穴住居跡から発見された硯
すずり

です。

奥側を一部欠くのみで、ほぼ全体が残っています。

10 世紀前半頃（平将門
たいらのまさかど

の乱があった頃）のもの

です。同時代の焼き物である須恵器
す え き

の技法で作ら

れています。手前側に短い足があり、奥側に墨汁

がたまるようにできています。使い込んだ形跡は

ありません。 

当時、少しでも文字を読み書きできる人は数百

人に 1人程度だったようです。村を代表する人物

は、戸籍の編成や税の徴収を手伝うため、初歩的

な文字が書けることを期待されていたでしょう。

そのために必要な道具として支給されたものの、

使いこなせなかったのかも、と、ＩＴの急速な変

化に振り回される現代人が想像してみました。 

四角い住居跡 

丸い住居跡 

硯（栗谷ツ遺跡） 
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８～１０月のイベント予定 

水子貝塚まつり・星空シアター 

日時 ９月７日（土）15：00～20：30 

 雨天の場合は９月８日（日）に順延 

内容 ステージ・縄文体験・模擬店 

   映画「ミニオンズ フィーバー」 

 

ツリークライミングⓇ体験 

日時 ９月 15日（日） 

10：00／12：20／14：１0 

参加費 2000円 

定員 各回６名 

９月１日より電話・窓口にて受付開始 

 

入間東部地区資料館クイズ＆スタンプラリー 

日時 ９月１日（日）より 

富士見市・ふじみ野市・三芳町の資料館を巡っ

て、クイズ＆スタンプラリーに参加しよう！７

館すべてのスタンプを集めた方に記念品を差

し上げます！（なくなり次第終了） 

夏休み期間（7/25～8/25）は、 

体験！いつでもセブン 

やっています！ぜひご参加ください！ 

国指定史跡 水子貝塚公園内 

☎ 049-251-9686 

FAX 049-255-5596 

資料館HP 

二次元コード 

発行日  令和 6（2024）年７月 20 日 

編集・発行 富士見市立水子貝塚資料館 

〒354-0011 埼玉県富士見市大字水子 2003-1 

水子貝塚資料館 

会場 体験学習室または学習広場 

時間 午前 10時～、午後１時 30分～ 

   各 1時間程度 

定員 各 15人（当日先着順） 

対象 小学生以上 

（未就学児は保護者同伴で可） 

 

 

日程 内容（参加費） 

 9月 21日 石のアクセサリー（150円～） 

10月 5日 土笛（100 円） 

10月1９日 草木染め（100円） 

 

土曜おもしろミューズランド 

※イベント内容を変更することもありますの

で、最新情報はＨＰ等をご確認ください。 

＊イベント予定は変更することがあります 

 最新の情報は広報富士見か公式サイトで 


